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※
本

園
路

設
計

に
お
い
て

　
「

園
路

現
況

高
見

合
い

」
と

し
て

、
計
画
し
て
い
る
が

　
南

側
の

歩
道

端
部

は
、

現
況

高
よ

り
高

く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
実

施
設

計
時

に
お

け
る

対
応
と
し
て

・
南
側

の
歩

道
端

高
を

基
準

に
、

全
体

の
計

画
高
を
下
げ
る
。

・
歩
道

部
の

排
水

勾
配

を
「

南
側
」
に
設
定
し

　
既

存
の

排
水

施
設

へ
流
す
。

　
以

上
の

対
応

等
が

必
要

と
考

え
ら
れ
る
。
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